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令和３年９月３日 

日本下水道事業団 

 
日本下水道事業団（ＪＳ）では、恵庭市・株式会社ＮＪＳ・水ｉｎｇエンジニアリング株式会社の

３者と連名で、「都市代謝施設の集約化を活かした資源循環・有効利用の取り組み」について、令和

３年度（第 14 回）国土交通大臣賞（循環のみち下水道賞）に応募し、グランプリを受賞しました。 

 

 国土交通大臣賞「循環のみち下水道賞」は、下水道の使命を果たし、社会に貢献した好事例を表彰

し広く発信することで、受賞者の功績を称えるとともに、他の多くの団体等が同様の取組を行うこ

とで、健全な水循環及び資源エネルギー循環を創出する「循環のみち下水道」の実現を全国的に図

ることを目的として、平成 20 年に創設されました。 

 

 本プロジェクトでは、ごみ焼却施設が下水処理場の隣接地に設置され、都市代謝施設の集約化が

図られることを活かし、新たな資源循環・有効利用の取り組みを開始したものです。 

地域バイオマス（生ごみ・し尿）の下水処理場への受け入れによりバイオガス発生量の増加を図

りつつ、民設民営方式による発電事業を実施。また、ごみ焼却施設の余熱を下水汚泥の減容化（汚泥

乾燥）に利用するほか、既存の加温設備（消化槽加温、場内暖房・給湯）に利用し、これまで加温に

用いていたバイオガスを発電用途に転用。さらには、下水の乾燥汚泥をごみ焼却施設でごみと混焼

し、熱を回収しています。そのうちＪＳでは、汚泥乾燥施設の導入に伴うごみ焼却施設からの排熱

利用、発電設備の整備方式の検討を含めた基本設計から汚泥乾燥施設の建設までを支援しました。 

これらの一連の取り組みにより、生ごみの受け入れによりバイオガス発生量が約 1.5 倍に増加し

たほか、ごみ焼却施設の余熱利用によりバイオガスのほぼ全量を発電に利用できるようになったこ

とで、発電量が約 2.5 倍に増加し、下水処理場における電力使用量を発電量が上回る「ネットゼロ

電力エネルギー」を達成しました。 

 

ＪＳでは、今後も引き続き、エネルギーの創出や広域化・共同化など、様々な課題に対応した事業

の推進や技術開発・実用化を推進し、下水道ソリューションパートナーとして、地方公共団体のニ

ーズに応える支援業務の一層の充実を図っていきます。 

  

「都市代謝施設の集約化を活かした資源循環・有効利用の取り組み」が 

国土交通大臣賞（循環のみち下水道賞）グランプリを受賞 
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令和３ 年度（ 第1 4 回） 国土交通大臣賞〈 循環のみち下水道賞〉

グラ ンプリ

恵庭市・ 株式会社N J S・ 日本下水道事業団・ 水in g エンジニアリ ング株式会社

都市代謝施設の集約化を活かし た資源循環・

有効利用の取り 組み

P R ポイ ン ト !

● 他事業間連携（ 廃棄物処理事業と の連携）

・ 地域バイ オマス（ 生ごみ・ し 尿） の受入れを 持続

　 ・  ごみ焼却施設の余熱を 既存の加温設備（ 消化槽加温、 場内暖房・ 給湯） に利用し 、 こ れまで加温に用

いていたバイ オガスを 発電用途に転用

　 ・ ごみ焼却施設の余熱を 利用し た汚泥の減容化（ 汚泥乾燥） と 復水熱によ る ロ ード ヒ ーティ ン グ

　 ・ 乾燥汚泥を ごみと 混焼し 、 熱を 回収

● 官民連携

　 ・ 民設民営方式によ る バイ オガス発電事業



　 こ の取り 組みは、 市民や他部署等と の連携の上に成り 立つも のであり 、 今後と も

関係者間によ る 協力体制の維持が必要と 考えます。

　 また、 下水道を 含む都市基盤の持続的提供に向けて、 さ ら なる 垣根を 超えた連携

や創意工夫によ る効率化・ 最適化が必要と 認識し ています。

恵庭市水道部 下水道課主査

佐藤洋介

Key Person



（参考）ＪＳにおける国土交通大臣賞「循環のみち下水道賞」の受賞実績 

 部門 受賞団体 受賞事例名 

第１回 

(平成 20 年度) 

サスティナブル

活動部門 

静岡市、ＪＳ 下水道施設の運営にかかるアセットマネジメント手法の導

入について 

第２回 

(平成 21 年度) 

資源のみち部門 長野県、ＪＳ 資源としての下水汚泥の有効利用～豊田終末処理場の下水

汚泥焼却灰等に含有する貴重な資源の発掘・回収～ 

第３回 

(平成 22 年度) 

サスティナブル

活動部門 

長野県上田市、ＪＳ 温室効果ガス削減目標を掲げた老朽化施設の再構築 

第５回 

(平成 24 年度) 

サスティナブル

活動部門 

愛媛県今治市、ＪＳ 今治市における下水道の成熟化に向けた取り組み 

第５回 

(平成 24 年度) 

特別部門 宮城県気仙沼市、ＪＳ 気仙沼市における仮設汚水処理施設の建設～東日本大震災

被害からの復旧～ 

第８回 

(平成 27 年度) 

グランプリ 前澤工業株式会社、高知大学、 

高知県、香南市、ＪＳ 

産官学が連携した効率的な下水処理技術の開発 

第 14 回 

(令和 3 年度) 

グランプリ 恵庭市・株式会社ＮＪＳ、ＪＳ、 

水ｉｎｇエンジニアリング株式会社 

都市代謝施設の集約化を活かした資源循環・有効利用の取

り組み 

 

 

今回 


